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１ はじめに 

この資料は、Silicon Laboratories（以下、Silicon Labs）社製 Bluetooth®モジュール BGM1xxの開発環

境について簡易にまとめたものです。内容に誤りがないよう注意は払っておりますが、もし Silicon Labs社

が提供するドキュメント等と差異がございましたら、メーカー提供のものを優先してご参照ください。 

 

また、Silicon Labs社の ナレッジベース（FAQ）やコミュニティフォーラム（ユーザ同士で問題解決。

Silicon Labsのエンジニアも頻繁にコメントしています）には、本資料で取り上げていない様々な情報が記

載されております。 

製品をご使用頂く過程で疑問や課題が生じることもあると思いますが、他のユーザが既に解決方法を

見つけている場合も多々ございます。非常に有益ですので、ぜひご活用下さい。 

 

 アクセス方法 

Simplicity Studioから 

 

Web Siteから 

https://www.silabs.com/community  （Silicon Labs社製品全般） 

https://www.silabs.com/community/wireless/bluetooth  （Bluetoothに特化） 

 

 使用方法 

 

  

キーワードを入力 （例：BGM C example） 

https://www.silabs.com/community
https://www.silabs.com/community/wireless/bluetooth
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２ BGM1xxの概要 

BGM1xx は、シリコンラボ社 Blue Gecko（EFR32BG）を使用した、Bluetooth Low Energy 対応の

Bluetooth®モジュールです。 

モジュールを使用するメリットとして、主に以下が挙げられます。 

 ハードウェア設計にかける時間とコストが最小限で済み、早く市場に製品を投入できます。 

 無線性能を最大限に引き出すことができます。 

 最終製品としての認証（Bluetooth®認証/各国認証）が最小限で済み、早く市場に製品を投入でき

ます。 

シリコンラボ社の BGM1xx ファミリは、上記に加え、特に出力レベルの高さ、省スペースに特長がありま

す。また ARM Cortex-M4Fを搭載していますので、処理性能の高さも特長の 1つです。 

 

２-１ 製品ラインナップ 

ラインナップは以下の通りです。 

型番 出力レベル 受信感度 サイズ 無線チップ アンテナ 

BGM111 + 8 dBm - 92 dBm 12.9 x 15 x 2.2 mm EFR32BG1B232F256GM48 内蔵 or U.FL *1 

BGM113 + 3 dBm - 92 dBm 9.2 x 15.8 x 1.83 mm EFR32BG1B132F256GM32 内蔵 

BGM121 + 8 dBm - 90 dBm 6.5 x 6.5 x 1.4 mm EFR32BG1B232F256GM56 内蔵 or RFピン *1 

BGM123 + 2 dBm - 90 dBm 6.5 x 6.5 x 1.4 mm EFR32BG1B232F256GM56 内蔵 or RFピン *1 

BGM11S12 + 2 dBm - 90 dBm 6.5 x 6.5 x 1.4 mm EFR32BG1B232F256GM56 内蔵 

BGM11S22 +8 dBm - 90 dBm 6.5 x 6.5 x 1.4 mm EFR32BG1B232F256GM56 内蔵 

BGM13P22 + 8 dBm - 94.8 dBm 12.9 x 15.0 x 2.2 mm EFR32BG13P22F512 内蔵 or U.FL *1 

BGM13P32 +19 dBm - 94.8 dBm 12.9 x 15.0 x 2.2 mm EFR32BG13P32F512 内蔵 or U.FL *1 

BGM13S22 + 8 dBm -94.1 dBm 6.5 x 6.5 x 1.4 mm EFR32BG13P22F512 内蔵 or RFピン *1 

BGM13S32 + 18 dBm -94.1 dBm 6.5 x 6.5 x 1.4 mm EFR32BG13P32F512 内蔵 or RFピン *1 

*1: 別型番にて提供 

 

２-２ Bluetooth 5.0への対応状況 

Bluetooth 5.0の各オプション機能への対応状況は以下の通りです。 

型番 2M PHY LE long range アドバタイズ拡張 

BGM111 × × ○ 

BGM113 × × ○ 

BGM121 × × ○ 

BGM123 × × ○ 

BGM11Sxx × × ○ 

BGM13Pxx ○ ○ ○ 

BGM13Sxx ○ ○ ○ 
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２-３ モジュールの制御方法 

BGM1xxの制御方法は大きく分けて 2通りあります。以前の SDKで対応していた”BGScript”は、

Bluetooth SDK 2.3.2を最後にサポート終了しております。 

なお、下図はイメージしやすいように簡略化したものです。実際には Bluetoothスタックからも EMLIBを

使用しているなど、下図とは相違があります。 

 

  ネットワーク・コプロセッサ（NCP）モード 

外部のホストシステム（マイコンや PC）からの制

御により動作するモードです。Silicon Labs社のドキ

ュメントでは Network Co-Processor (NCP) モードと

いう名称で紹介されています。 

モジュールの制御は、ホストシステムからはシリ

アルポートを介して行い、API（BGAPI）が用意され

ています。また、ホストシステムのソフト設計を助け

るため、ライブラリ（BGLIB）が用意されています。 

モジュールに搭載したマイコンでは性能不十分の

場合や、ユーザアプリをホストシステムに載せた方

がシステム設計の観点で都合が良い場合、などに

ご活用頂けます。 

 

  C言語設計 

モジュールを単なるハードウェアの器として扱い、ソフトウェアについて

はワイヤレスマイコンとしてC言語設計する方法です。柔軟性の高さがメ

リットで、ワイヤレスマイコンの持つ機能を存分に活用頂けます。 

Bluetooth制御用の API、ペリフェラルの制御用の API（EMLIB）が用

意されています。ペリフェラル制御用の API（EMLIB）は、マイコン単品

（EFM32シリーズ）と共用 APIになっています。 
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３ 開発環境のご紹介 

BGM1xx の開発環境について、ハードウェアとソフトウェアに分けてご紹介します。 

 

３-１ ハードウェア 

開発環境として、Blue Gecko Bluetooth Smart Module Wireless Starter Kit（以後、Wireless Starter Kit）を

用意しています。 

 

３-１-１ Blue Gecko Bluetooth Smart Module Wireless Starter Kit 

Wireless Starter Kitには、Wireless Starter Kitメインボード（以後、メインボード）と、Wireless Starter Kit

ラジオボード（以後、ラジオボード）が含まれています。ラジオボードをメインボードのソケットに装着して

使用します。 

 

 

ラジオボードのラインナップは以下の通りです。 

 

モジュール名 ラジオボード名 出力レベル コメント 

BGM111 SLWRB4300A + 8 dBm  

BGM113 SLWRB4301A + 3 dBm  

BGM121 SLWRB4302A + 8 dBm  

BGM123 N/A + 3 dBm BRD4302A をご利用ください 

BGM11S12 SLWRB4303A + 8 dBm  

BGM11S22 SLWRB4303A + 8 dBm  

BGM13P22 SLWRB4306A + 8 dBm  

BGM13P32 SLWRB4306B + 19 dBm  

BGM13S22 SLWRB4305C + 8 dBm  

BGM13S32 SLWRB4305A + 18 dBm  

 

  

メインボード 

 

ラジオボード 

（BGM111） 

ラジオボード 

（BGM121） 
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Wireless Starter Kitに同梱されているラジオボードは以下の通りです。 

 

３-１-２ Simplicity Debug Adaptor Board（SLSDA001A） 

Wireless Starter Kit とユーザ基板とを接続する際に使用するコネクタです。評価基板 Thunderboard 

React へプログラミングを行う際にも使用します。 

             

          SLSDA001A          このように接続して使う 

 

 

  

ファミリ名 メインボード 

ラジオボード 

SLWRB4300A 

（BGM111） 

SLWRB4301A 

（BGM113） 

SLWRB4302A 

（BGM121） 

 

SLWSTK6101B（旧品番） ○ ○ ○   

SLWSTK6101C ○ ○  ○  
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３-２ ソフトウェア 

BGM1xxの開発環境には Simplicity Studioがご使用頂けます。 

 

３-２-１ Simplicity Studio 

Simplicity Studioは、BGM1xxをターゲットとしたコンパイル・デバッグ・プログラミングを 1つのプラッ

トで提供することができるソフトウェアです。統合開発環境（IDE）を中心に、非常に便利なツール群が充

実しています。同社製の 32bit MCUや 8bit MCU も同一プラットフォームで開発が可能です。 

 

 

PCをネットワーク・コプロセッサ（NCP）モードのホストシステムに見立てた評価が行える BG Toolや、

生成したバイナリをダウンロードする際に使う Simplicity Commanderや、パケットトレースできる

Network Analyzer も、Simplicity Studio上に統合されています。 

 

  

注） 画像は Simplicity Studio v3 のものです 
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４ 各種ドキュメントの入手方法 

BGM1xxのドキュメントの入手方法について紹介します。 

 

４-１ ドキュメントの入手方法 （Simplicity Studioから） 

BGM1xxのデータシート、リファレンス・マニュアル、エラッタ、アプリケーションノート および 評価基

板（starter kit）の回路情報などは、Simplicity Studio からご入手頂くことが可能です。 

Simplicity Studioを起動し、My Productsタブ ⇒ 空欄に使用する製品型番を入力 ⇒ 候補の中から

該当する型番を選択します。 

 

 

製品型番を指定すると、関連するドキュメントやサンプルコードが自動でリストアップされます。情報の

種別に応じて、Getting Started、Documentation、Compatible Tools、Resources というタブに分類されてい

ます。 

 

 Getting Started タブ 

 

Demos: 

評価基板上で動作するデモンストレーション用のソフトです。Buildすることなくモジュールに書き込ん

で、動作を確認することができます。 

 

Software Example: 

評価ボード上で動作するサンプルコードです。ソフトの実装方法について学んだり、機能について理

解したりするのに役立ちます。Bluetoothアプリ（Bluetoothスタック＋ユーザコード）と、ブートローダー単

体（Gecko Bootloader）のサンプルコードが用意されています。 
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SDK Documentation: 

Bluetooth SDKに関するドキュメントがまとめてあります。 

- API References … APIの使用方法。 

- Application Notes … 特定の用例について記しています。 

- Fundamentals … Bluetoothの基礎などについてまとめています。 

- Quick Start Guides … ボードやツールの簡易取説。 

- Release Notes … SDK リリース時に追加・修正した機能や既知のバグ情報。 

- User’s Guide … 各種ツールや設計手法などについて記しています。 

 

 Documentation タブ 

 

 

All Documents: 

各種ドキュメントがまとめてあります。前出の SDK Documentations と重複するものもあります。 

- API References … APIの使用方法。 

- Application Notes … 特定の用例について記しています。各ペリフェラル（ADCやシリアルインタフェ

ースなど）の使用方法に関する情報も用意されています。 

- Data Sheets … モジュール内で使用されている SoC（EFR32BGxx）のデータシート。 

- Errata … モジュール内で使用されている SoC（EFR32BGxx）のバグ情報。 

- Fundamentals … Bluetoothの基礎などについてまとめています。 

- Quick Start Guides … ボードやツールの簡易取説。 

- Reference Manual … BGM1xxのデータシート、モジュール内で使用されている SoC（EFR32BGxx）

の動作仕様書。 

- Release Notes … SDK リリース時に追加・修正した機能や既知のバグ情報。 

- Schematic and Layout Files … ラジオボードの回路図・部品表・レイアウト情報。 

- User’s Guide … ラジオボードの取説、各種ツールや設計手法などについて記しています。 
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４-１-１ 情報が表示されない場合には？ 

Demos, Documentationなどに情報が表示されない場合には、SDKが適正に選択されていない可能

性があります。下図を参考に、Bluetooth SDKが選択されているか確認してみてください。SDKが選択さ

れていない場合には、here から SDKを選択してください。 

 

 

また、My Products タブで何を選ぶかで、表示される情報も変わりますので、その点も確認ください。 

 

 

 

４-１-２ 欲しい情報が見つからない場合には？ 

All Documentsの右横にある  アイコンで、表示項目の選択や、表示項目の並び替え（Move 

Up / Move Down）を行うことができます。 
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４-１-３ 表示される情報を制限したい場合には？ 

Demos, Software Examples, SDK Documentationの右横に、4つのアイコンが並んでいます。このアイ

コンを使うことで、表示される情報を制限することができます。 

 リストを折りたたむ 

 リストを展開する 

 表示する大項目を選択する 

 別の一覧表を表示する（Demos, Software Examples のみ） 

 

 

 

４-１-４ いつも使うドキュメントに素早くアクセスしたい場合には？ 

各ドキュメントの右横にある☆印をクリックすると、☆の色が変わり、My Favorite Documentsに追加さ

れます。良く使うドキュメントを追加しておくと便利です。 
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４-２ ドキュメントの入手方法 （Webから） 

BGM1xxのデータシート、リファレンス・マニュアル、エラッタ、アプリケーションノート および 評価基

板（starter kit）の回路情報などは、Silicon Labs社のWeb Siteからもご入手可能です。（リンク） 

 

Products や Resource Typeで、リストアップする対象を絞り込むこともできます。 

BGM1xxファミリは、Products -> Wireless -> Bluetooth Low Energy -> Blue Gecko Bluetooth Low 

Energy Modulesの下に分類されています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

http://www.silabs.com/support/pages/document-library.aspx


 TSC-01013 

 

 

 

ver. 1.9 2018年 10月            15/81               TecStar Company 

４-３ 最初に読むべきドキュメント 

QSG108「Getting Started with Silicon Labs Bluetooth® Software」（英語版, 日本語版）を最初にご覧く

ださい。提供される Bluetooth SDKの構成、各種ツール、ドキュメント体系などをご紹介しています。 

その上で、使用する設計手法に応じたドキュメントを読み進めて頂くのが効果的です。 

 

４-４ APIのドキュメントはどれですか？ 

BGM1xxのソフト設計には、2種の APIが用意されています。どちらも Getting Started タブ ⇒ SDK 

Documentation ⇒ API Reference もしくは Documentation タブ ⇒ All Documents ⇒ API References

から入手できます。 

 

 Bluetooth Software API Reference Manual 

Bluetoothスタックの制御 APIです。アドバタイズ、スキャン、ボンディングなどの接続に関する制

御 APIや、DFU（Device Firmware Upgrade）用の API、認証試験用のテスト APIなどを網羅して

います。 

 Gecko HAL and Driver API Reference Guide 

MCUやペリフェラル（無線部分を除く）を制御する際に使う API群です。基本的に、EFM32

（32-bit MCU）と共用の APIになっています。 

 

 

 

４-５ 評価基板の回路図・レイアウト図・部品表はどこから入手できますか？ 

Simplicity Studioからご入手頂けます。以下の情報を参照ください。 

 

＜マクニカオンラインサービス FAQ＞ 

 Wireless Starter Kitのメインボードの回路・レイアウト情報はどこから入手できますか？ 

 ラジオボード（評価ボード）の回路・レイアウト情報はどこから入手できますか？ 

  

https://www.silabs.com/documents/login/quick-start-guides/qsg108-bluetooth-software-getting-started.pdf
https://www.silabs.com/documents/login/quick-start-guides/qsg108-bluetooth-software-getting-started-jp.pdf
https://service.macnica.co.jp/support/faq/128605
https://service.macnica.co.jp/support/faq/128565
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５ ソフトウェア・インストール 

BGM1xxのスタックやサンプルコードは Bluetooth SDKに含まれています。その入手方法について、順

を追ってご紹介します。 

Bluetoothの開発・評価には、Simplicity Studio（開発環境）、Bluetooth SDK、Cコンパイラをインストール

する必要あります。Bluetooth のスタックやサンプルコードは Bluetooth SDK に含まれており、Simplicity 

Studio の一部としてインストールされます。また、ツール類（IDE や Flash Programmer など）は Simplicity 

Studioに搭載されています。 

ここでは、それらの入手方法について、順を追ってご紹介します。 

 

５-１ Simplicity Studio／Bluetooth SDKのインストール 

 

①  下記URLより、「Windows Installer」をダウンロードします。64-bit OS用となっていますので、32-bit 

OS用が必要な場合には「クリックしてWindows（32-bit）…」からダウンロードしてください。 

http://jp.silabs.com/products/mcu/Pages/simplicity-studio.aspx 

 

ダウンロード時に Silicon Labs社のアカウントが必要になります。お持ちでない場合には、本資料「5-2-1 

シリコンラボ社アカウントの取得方法」を参考にご入手ください。 

 

 

 

② ダウンロード完了後 ” install-studio-v4_xx.exe” を起動し、インストールを開始してください。

License Agreement → インストールフォルダの指定（Choose Destination Location） → インストール実

行の手順で進んでいきます。インスールフォルダを指定する際には、全角文字（2バイトコード）が入らな

い pathを指定してください。使用時にエラーが出る場合があります。 

インストールが進むと、ログイン画面が表示されます。シリコンラボ社のアカウント情報（Email とパス

ワード）を入力し、Log Inをクリックします。 

アカウントを持っていない場合には、Skip log in for nowから先に進むことはできますが、Bluetooth 

SDKをインストールすることができません。 

http://jp.silabs.com/products/mcu/Pages/simplicity-studio.aspx
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③ Installation Managerが起動しますので、Install by Product Groupを選択します。 

 

続いて Install Wizardが起動しますので、“Bluetooth”と“EFM32 32-bit MCU Products”にチェックを付

け、Nextをクリックします。 

 

アカウント情報を入力 
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なぜ EFM32 32-bit MCU Products もインストールするの？  

 

BGM1xxは Bluetoothモジュールですが、無線機能の他にも ADCなどのアナログペリフェラル、I2C 

や SPIなどのシリアルインタフェース、タイマなどの各種ペリフェラルを搭載しています。 

BGM1xxの動作確認用に用意されているサンプルコードは、Bluetoothを使用したアプリケーション 

の実装例となっており、例えば「I2Cの機能だけを確認する」といったシンプルなサンプルコードは 

用意されていません。 

それに対して、EFM32 32-bit MCU ファミリでは、各ペリフェラルだけにフォーカスしたサンプルコー 

ドも多く用意されています。BGM1xx内部では無線マイコン EFR32BGxx ファミリが使用されており、 

また EFR32BGxx ファミリは マイコン EFM32PGxx ファミリと機能互換（無線部は除く）になっていま 

すので、EFM32PGxx向けのサンプルコードや情報を、BGM1xxでも活用頂けます。 

 

 

 

④ インストール可能なコンテンツが表示されます。Bluetoothが“Access Granted”と表示されているこ

とを確認して、Nextをクリックします。 
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なお、ログインを行っていないと、Bluetoothのコンテンツがインストール不可となっています。 

 

 

 

⑤ インストールを行うコンテンツがリストアップされます。Recommendedでリストアップされているコン

テンツは取捨ができますので、不要なものを外すことでインストールに必要な時間と容量を削減すること

ができます。 

選択が終わったら、Nextをクリックします。 
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⑥ Review Licenseでライセンス内容を確認し、Acceptにチェックを付け、Finish をクリックします。 

 

 

 

コンテンツのインストールが始まります。インストール後に再起動したら、セットアップは完了です。 
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５-２ インストールがうまくいかない場合 

 

５-２-１ シリコンラボ社アカウントの取得方法 

Bluetooth SDKの入手には、シリコンラボ社WEBサイトのアカウントが必要になります。お持ちでない

場合には、下記の手順でご入手ください。アカウントの作成は無料です。 

 

① 下記URLにアクセスし、右上の Registerからアカウント作成に進んでください。 

https://www.silabs.com/ 

 

 

 

② 必要事項を入力し、Create an Accountでアカウントを作成してください。 

 

名前 

苗字 

会社名 

メールアドレス 

パスワード 

国名 

県名 

郵便番号 

パスワード（再入力） 

https://www.silabs.com/
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③ アカウントが生成できたら、念のため発行されたアカウントでログインできることを確認してくださ

い。下記 URLにアクセスし、右上の Log Inからログインを行ってください。 

https://www.silabs.com/ 

 

 

 

④ ログインに成功すると、画面右上に「Welcome, 名前」が表示されます。 

 

 

 

５-２-２ 企業プロキシサーバーを介して接続している場合 

インストールにはインターネット接続が必要になりますが、プロキシサーバーを導入している企業ユー

ザ様の場合にはプロキシ設定が必要になる場合があります。設定内容については、自社のネットワーク

管理者にご相談下さい。プロキシを介さずにインターネット回線に接続できる環境が構築できる場合に

は、そちらをご利用頂くのが簡単です。（WiFiルータや自宅など） 

 

Simplicity Studioがアクセスする先については、シリコンラボ社のコミュニティフォーラムに関連情

報があります。（リンク） 企業プロキシサーバーのセキュリティオプション（ホワイトリスト）で回避するよ

うな場合にご利用ください。 

 

 

プロキシサーバーの設定は、以下の手順で行います。 

Simplicity StudioのSettingsアイコンを選択し、Network Connectionsを選択します。プロキシ設

定の画面が表示されますので、Active ProviderをManualに設定変更し、Proxy entriesに必要な設

定を入力してください。 

 

ここの通信方法の情報が必要 

企業内 

https://www.silabs.com/
https://www.silabs.com/community/software/simplicity-studio/knowledge-base.entry.html/2016/11/02/simplicity_studiov4-1FqX
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設定が終わったらログイン（Sign In）を行います。画面左上の Sign Inをクリックし、シリコンラボ社

WEBサイトのアカウントを入力します。ログインに成功すると、画面左上にメールアドレスが表示されま

す。 

   

 

ログインに成功したら、Update Softwareアイコンをクリックし、Install Managerからインストールが

継続できます。 

 

 

 

設定項目・設定内容は、各企業様によって異なります 
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設定例： PC とプロキシサーバー間の通信に HTTPのみを使用している場合 

 

 

 

５-２-３ プロキシ設定をしてもインストールがうまくいかない場合 

強固なセキュリティを施している企業様の場合には、適当なプロキシ設定を行ったとしても、サインイ

ンやインストールが阻害される場合があります。（WEBではサインインできるが、Simplicity Studioでは

サインインできない、などの症状が出ます） 

その場合には、Simplicity Studioがアクセスする下記アドレスを、プロキシサーバーのホワイトリス

トに追加して頂くことで、サインインやインストールが可能になると思われます。 

 

 https://developer.silabs.com 

 https://devtools.silabs.com 

 https://siliconlabs.force.com 

 https://gecko-resources.silabs.com 

 

もし、ポートを指定してのホワイトリスト追加を行う場合には、以下の接続先・ポートをご使用ください。 

 

 https://developer.silabs.com (port 443) 

 https://siliconlabs.force.com (port 443) 

 

Silicon Labs社のWEBサイトでも情報公開されております。（リンク） 

 

  

https://www.silabs.com/community/software/simplicity-studio/knowledge-base.entry.html/2016/11/02/simplicity_studiov4-1FqX
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５-２-４ オフライン・インストーラ 

オンラインでインストールすることが望ましいですが、どうしてもプロキシの設定がうまくいかない場合

には、オフライン・インストーラも活用頂けます。 

 

＜マクニカオンラインサービス FAQ＞ 

 Simplicity Studio のオフライン・インストーラはありますか？ 

 

５-２-５ Install Manager／Install Wizardの画面を閉じてしまいました 

画面左上の Update Softwareアイコンをクリックすると、Install Managerを起動することができます。 

 

 

 

 

  

https://service.macnica.co.jp/support/faq/125501
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５-３ IAR コンパイラのインストール （オプション） 

BGM1xxを C言語設計する場合には、C コンパイラが必要になります。Bluetooth SDK 2.4.0以降の

SDKでは、Simplicity Studioに標準インストールされるGCC（無償コンパイラ）をご使用頂くことができま

す。有償になりますが、GCCに比べてコード効率の良い 3rd party製コンパイラ（IARシステムズ社）もご

使用になれます。 

IARコンパイラのインストールが完了すると、Simplicity StudioはToolchainとして自動認識します。念

のため、歯車アイコン（Preference）→Simplicity Studio→Toolchainsで IAR コンパイラが認識されている

ことを確認してください。もし自動認識されていないようであれば、Addボタンから追加登録を行うことが

できます。 

 

 

 

Bluetooth SDKでは、ご使用頂ける IARバージョンを指定させて頂いております。 

 SDK 2.0~2.8.2 → IAR v.7.80.2 

 SDK 2.9.0~2.9.2 → IAR v.7.80.4 

 SDK 2.10.0~ → IAR v.8.30.1 

 

＜マクニカオンラインサービス FAQ＞ 

 BGM1xxの C言語設計で IAR コンパイラを使用しますが、バージョンの指定はありますか？ 

 IAR EWARM v.7.80.2 の入手先を教えてください 

  

https://service.macnica.co.jp/support/faq/124837
https://service.macnica.co.jp/support/faq/126581
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６ ハードウェア・セットアップ 

BGM1xxの評価に必要なハードウェアの設定を行います。 

 

６-１ Wireless Starter Kitのセットアップ 

以下の手順で設定していきます。 

1. メインボードにラジオボードを装着します。ラジオボードの向きは下図を参照ください。 

2. BAT, USB, AEMの中から、基板に給電する方法を選びます。スイッチを AEMに切り替えます。 

3. 基板左の USB コネクタと PCを USBケーブルで接続します 

 

 

 

 

なお、給電スイッチは、 

 BAT： 電池からの給電 （電池では供給電流が足りず、動作しない場合が多々あります） 

 USB： 未使用 

 AEM： PCから USB経由での給電 

となっています。 

 

  

BAT / USB / AEM 

USBケーブル 

（PCへ） 

メインボード 

 

ラジオボード 

（BGM111） 
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６-２ Wireless Starter Kitの制御ファームウェアの更新 

Simplicity Studioを起動し、Wireless Starter Kitを接続します。 

画面左上の Debug Adapters ウィンドウに J-Link が表示されますので、それをクリックすると、Debug 

Mode（7-4-3で紹介）および Adapter Firmware versionが表示されます。 

Adapter Firmware versionの横に、Install という表示があった場合は、Wireless Starter Kit上の制御ファ

ームウェアが最新状態ではありません。Install をクリックして最新状態にしてください。 

 

 

 

更新が完了すると、表示が Changeに変わります。これが最新状態です。 
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７ 使用方法 

サンプルコードを評価キットと Simplicity Studioを使用した評価手順をご紹介します。ここでは BGM121

を使用しておりますが、他のモジュールでも手順は同じです。なお、各ツールから Simplicity Studio のトッ

プ画面に戻るには、画面右上の Launcherアイコンを使用します。 

 

 

 

７-１ サンプルコードを動かしてみる前に（ブートローダーの更新） 

Bluetooth SDK 2.7.0以降のサンプルコードは、Gecko Bootloader（新しいブートローダー）上での動作を

前提としています。しかし、購入したてのラジオボードや、Bluetooth SDK 2.6.2以前のSDKで使用していた

ラジオボードには Legacy Bootloader（古いブートローダー）が書き込まれています。そのため、初めて

Bluetooth SDK 2.7.0以降のサンプルコードを使用する場合には、ブートローダーの更新を行う必要があり

ます。詳しくは下記を参照ください。 

 

＜マクニカオンラインサービス FAQ＞ 

 Bluetooth Smart SDK 2.7.xのサンプルコードをダウンロードしましたが正常動作しません。対処方法を教えてくださ

い 

 

更新手順は以下の通りです。 

Wireless Starter Kitを PCに接続すると、Simplicity StudioがWireless Starter Kit とラジオボードを自動

認識します。Device タブに表示されたラジオボードを選択してください。うまく認識してくれない場合には、

Refreshアイコンを押してみてください。 

 

 

 

次に、Demosの“SOC -Smart Phone App” （SOC -xxxであればどれでも良いです）の右横の を

クリックします。 

Refreshアイコン 

選択 

https://service.macnica.co.jp/support/faq/126929
https://service.macnica.co.jp/support/faq/126929
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Demos というウィンドウが開きますので、そのまま Startボタンをクリックすると、ラジオボードへダウンロ

ードされます。 

 

 

 

この作業は一度行えば良いですが、Bluetooth SDK 2.6.2以前のコードをダウンロードすると、古いブー

トローダーに書き戻されてしまう場合がありますので、その際には再度ブートローダーの更新を行ってくだ

さい。 

 

注意 EFR32BG1ベースのモジュール（BGM111, 113, 121, 123, 11S）では、Flashメモリをイレースすると

ブートローダーもイレースされます。Flashメモリをイレースした場合や、Debug Unlock（Flashメモリをイレー

スします）をした場合には、再度ブートローダーを書いてください。 
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７-２ サンプルコードを動かしてみる（C言語編） 

BGM1xxにサンプルコードをダウンロードして、スマホアプリと接続するところまで行ってみましょう。 

 

PCにWireless Starter Kitを接続し、Device タブでラジオボードを選択します。 

 

次に、Getting Started タブ ⇒ Software Examples横の View All Software Examplesを選択します。 

 

 

 

Example Projectで SOC – Smart Phone Appを選択し、Nextをクリックします。 

 

 

 

プロジェクト名を入力し、作業フォルダを指定します。With project filesでは、サンプルコードをローカル

にコピーして使うかどうかを指定します。指定が終わったら、Nextをクリックします。 
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使用するコンパイラを選択し、Finishをクリックします。 

 

 

サンプルコードの準備が整うと、Simplicity IDEが起動します。画面右に表示されているのが GATT エ

ディタで、Profiles/Services/Characteristics/Descriptorsを設定することができます。 

 

GATTエディタ 

プロジェクト名 

作業フォルダ 
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GATTの設定をソースコードに反映するために、Generateをクリックします。 

 

  

 

ファイルの上書きが生じる場合には確認が行われます。上書きしたくないものがあればチェックを外し

てください。ここではそのまま OKをクリックします。 

 

 

 

ファイルが生成されます。 
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生成されたプロジェクトツリーは以下のようになっています。main.cがプログラム本体です。また、isc

ファイルはGATTエディタのプロジェクトファイルです。なお、Bluetooth SDK 2.6.2以前で生成されていた

Hardware Configurator用のプロジェクトファイルは生成されなくなっています。 

各ファイルの役割などについては、「UG136: Silicon Labs Bluetooth C Application Developer’s Guide」

（英語版, 日本語版）に記載がありますのでご参照ください。日本語版は英語版と比べてバージョンが

古い場合もありますので、その際には英語版の記述を優先してください。 

 

 

 

サンプルコードをビルドし、Starter Kitにダウンロードします。まずはトンカチのアイコン（Build）をクリッ

クします。コンパイラが走り、サンプルコードがビルドされます。 

 

      

 

ビルドが完了したら、次に虫のアイコン（Debug）をクリックし、Starter Kitにダウンロードします。 

 

 

 

  

https://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug136-ble-c-soc-dev-guide.pdf
https://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug136-ble-c-soc-dev-guide-jp.pdf
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ダウンロードが完了すると、デバッグ用の画面に切り替わります。 

 

 

 

なお、ビルド用の画面と、デバッグ用の画面の切り替えは、ウィンドウ右上のアイコンで行います。 

 

 

 

サンプルコードを実行します。下図の実行のアイコン（Resume）をクリックしてください。 

 

 

 

これで BGM121側の準備は完了です。 

次にスマホ側です。シリコンラボ社が提供するスマートフォン用の  

アプリ「Silicon Labs Blue Gecko WSTK App」を、スマートフォンにイン 

ストールしてください。 

 

起動してみると、このような画面です。 

 

  

Simplicity IDE （ビルド用） Debug （デバッグ用） 
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Health Thermometerを選択してみると、BG Smartphoneが見つかり 

ました。これが BGM121です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BG Smartphoneを選択すると Connect します。アプリ上に温度情報が 

表示されました。これはWireless Starter Kit上の温度情報をスマホに 

送り、アプリで表示を行っています。 
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７-３ OTA update （over-the-air）を試してみる 

サンプルコード SOC - Smart Phone Appには、OTA updateのサービスが実装されていますので、この機

能を使ってアップデートを実践してみましょう。OTA updateを使って、SOC - Smart Phone Appを SOC – 

iBeaconに書き換える手順を紹介します。 

 

 

① Simplicity Studio で、SOC - iBeacon のプロジェクトを生成し、Buildを実行します。手順は 7-2を参

照ください。 

 

② ¥¥v4_workspace¥soc-ibeaconに create_bl_files.batが生成されるので、実行して OTA用のバイナリ

を作成します。作成したバイナリ（application.gbl）は、¥¥v4_workspace¥soc-ibeacon¥output_gblに格納され

ます。 

 

③ スマートフォンからアクセスできるフォルダ（dropboxなど）に、 

application.gblをコピーします。 

 

④ スマホアプリを起動して BGM121に接続し、右上の OTAボタン 

を押します。 （右図） 
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⑤ APPの CHOOSE FILE ボタンを押します。（右図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ dropboxから、application.gblを選択します。（下図） 
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⑦ OTA updateを開始し（左下図）、完了する（右下図）。 

   

 

⑧ スマホアプリで、iBeacon として動作開始していることが確認できます。（下図） 
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７-４ ユーザ基板のプログラミング・デバッグを行ってみる 

Wireless Starter Kitを使用することで、ユーザ基板上の BGM1xxに対して、プログラミング或いはデ

バッグを行うことが可能です。また、Simplicity Debug Adaptor Board（SLSDA001A）を使用すると、より

簡単にユーザ基板と接続頂けます。 

 

 

 

 

７-４-１ 参考資料 

・AN958: Debugging and Programming Interfaces for Custom Designs 

 http://www.silabs.com/documents/public/application-notes/an958-mcu-stk-wstk-guide.pdf 

・Wireless Starter Kit ユーザガイド 

BGM111: http://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug122-brd4300a-user-guide.pdf 

BGM113: http://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug187-brd4301a-user-guide.pdf 

BGM12x: http://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug234-brd4302a-user-guide.pdf 

 

  

http://www.silabs.com/documents/public/application-notes/an958-mcu-stk-wstk-guide.pdf
http://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug122-brd4300a-user-guide.pdf
http://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug187-brd4301a-user-guide.pdf
http://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug234-brd4302a-user-guide.pdf


 TSC-01013 

 

 

 

ver. 1.9 2018年 10月            41/81               TecStar Company 

７-４-２ ハードウェア接続 

Wireless Starter Kitの右下にある In/Out Debug Headerおよび Simplicity Connectorを介して、ユーザ

基板に接続します。下図は UG122（BGM111ユーザガイド）からの抜粋です。 

 

 

 

Simplicity 

Connector 

拡大図 

In/Out Debug 

Header 
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プログラミングについては、In/Out Debug Headerにある SWCLK、SWDIO、RESET、VTARGET、

GNDの計 5ピンを使用します。 

SWCLK BGM1xx（ユーザ基板上）の該当ピンに接続してください。直結で結構です。 

SWDIO BGM1xx（ユーザ基板上）の該当ピンに接続してください。直結で結構です。 

RESET BGM1xx（ユーザ基板上）の該当ピンに接続してください。直結で結構です。 

VTARGET BGM1xx（ユーザ基板上）への供給電源に接続してください。Wireless Starter 

Kitとユーザ基板の信号レベルを合せるために使用します。接続し忘れると、

Wireless Starter Kitからユーザ基板を認識できませんので、ご注意ください。 

GND Wireless Starter Kitの GND と、ユーザ基板の GNDを接続してください。 

 

BGTool等を使って UARTデバッグする際には、Simplicity Connectorにある Virtual COMを

BGM1xxのUARTに接続します。プログラミング用とUARTデバッグ用とで、使用するコネクタが 2つに

なりますので、その不便さを解消するために Simplicity Debug Adaptor Board（SLSDA001A）が用意され

ています。 

2つのコネクタに跨るように、Simplicity Debug Adaptor Board（SLSDA001A）を挿入します。 

 

  

 

下図は AN958からの抜粋ですが、このように 2つのコネクタが 10ピンに変換されます。 

 

 

  

VTARGETのことです 

RESETのことです 

Virtual COMのことです 

Virtual COMのことです 

Simplicity Studio の Energy 

Profiler で、ソースコードと連携し

たデバッグを行いたい場合には接

続が必要です。 
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７-４-３ デバッグ対象の切り替え 

デバッグ対象を、Wireless Starter Kit上のBGM1xxから、ユーザ基板上のBGM1xxに切り替えます。 

Simplicity Studioの Device タブでWireless Starter Kitを選択すると、画面右に現在の Debug Mode

について表示されます。下図ではMCUの設定になっています。 

 

 

 

Adapter Configuration タブの Debug Modeで、OUTを選択します。 

 

 

 

デバッグ対象がWireless Starter Kit外部に切り替わると、Wireless Starter Kit右下の DEBUG OUT 

という LEDが点灯します。 
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ユーザ基板上のデバイス（モジュール）型番は自動では認識されませんので、指定する必要がありま

す。Device hardwareタブのBoardsでBGM1xxのラジオボードを選択するか、或いはTarget partでSOC

型番を選択し、OKをクリックします。BGM1ｘｘで使用している SOC品番については、２－１「製品ライン

ナップ」にある無線チップ型番をご入力下さい。 

Boardsに、使用しないデバイスやモジュールが載ったボードが登録されている場合には、×をクリック

して情報を消去してください。 

また、Boardsで BGM1ｘｘがリストアップされない場合には、Target partをNoneにしてからお試しくださ

い。 

下図は BGM111（で使われている EFR32BG1B232F256GM48）を追加するところです。Boardsに

BGM121（違うモジュール）が表示されているので、情報消去する必要があります。 

 

 

 

登録が完了すると、Device タブにユーザ基板上の EFR32が追加されます。あとは、Wireless Starter 

Kit上の EFR32（BGM1xx）と同様に使用できます。 
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デバッグ対象をWireless Starter Kit上の BGM1xxに戻す場合には、Adapter Configuration タブの

Debug Modeで、MCUを選択し、Device hardware タブの Target partでWireless Starter Kit上で使用し

ている型番を選択してください。MCUに切り替えただけでは自動認識しませんので、ご注意ください。 

なお、Debug ModeのMCU、IN、OUTの違いは以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

  

OUT： 

外部のユーザボードがデバッグ対象 

IN： 

外部エミュレータを使って、StarterKit

上のラジオボードをデバッグ 

MCU： 

Starter Kit上のラジオボードがデバッ

グ対象 
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７-５ VCOMを利用した printfデバッグ 

Wireless Starter Kitを使用して評価を行う際に、printfデバッグが使えると何かと便利です。ここでは、

サンプルコードを例に、printfを実装する手順をご紹介します。 

 

1. プロジェクトを作成します。この後の手順では、ハードウェアに「BGM121」を、サンプルプロジェク

トに「SOC – Empty」を使用して説明します。 

 

2. “STUDIO_SDK_LOC¥hardware¥kit¥common¥drivers” にある retargetserial.c と retargetio.c を

プロジェクトにコピーします。ドラッグアンドドロップすれば良いです。 

 

 

なお、STUDIO_SDK_LOCの位置は、Project Explorerでプロジェクトを選択して右クリック→

Property→Resource→Linked Resources の順で確認頂けます。 
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3. main.c に、stdio.h と retargetserial.h を include します。 

 

<記述> 

#include "stdio.h" 

#include "retargetserial.h" 

 

 

 

4. RETARGET_SerialInit();を追加します。初期化の関数ですので、Printfなどを使用する前に実施

が必要です。ここでは enter_DefaultMode_from_RESET() の直後に入れてみます。 

 

<記述> 

RETARGET_SerialInit(); 
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5. Project Explorerの Includeで、“STUDIO_SDK_LOC¥hardware¥kit¥ラジオボード名¥config” (評

価ボード用 headerファイル)へ pathが通っているか確認します。下図は BGM121のラジオボード

（BRD4302A）の場合です。SDKのバージョンやラジオボード種別によって pathが通っていない

場合があります。 

 

 

 

pathが通っていなかった場合には、retargetserialconfig.h と bspconfig.h をプロジェクトにコピー

して使うか、或いは pathを通してください。pathを通すには、Project Explorerでプロジェクトを選

択して右クリック→Property→C/C++ Build→Paths and Symbols→Includes→Addボタン から行

ってください。 
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6. hal-config.h を開き、HAL_VCOM_ENABLEの値を 1 に変更します。 

 

 

 

7. hal-config.hが含まれていない古い SDKの場合には、RETARGET_VCOM を define します。

RETARGET_VCOM は retargetserialconfig.hで使用しますので、retargetserialconfig.hそのもの

に追記するか、或いは下記手順でプロジェクトに登録してください。 

 

＜GCCの場合＞ 

Project Explorerでプロジェクトを選択して右クリック→Property→C/C++ Build→Settings→GNU 

ARM C Compiler→Symbols→追加ボタンの順に進みます。 
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Enter Valueウィンドウにて、 

 

 RETARGET_VCOM=1 

 

と記入し OKを押します。同じ手順を GNU ARM Assembler→Symbolsでも行います。 
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＜IAR コンパイラの場合＞ 

Project Explorerでプロジェクトを選択して右クリック→Property→C/C++ Build→Settings→IAR 

C/C+ Compiler for ARM→Preprocessor→Define Symbols→追加ボタンの順に進みます。 

 

 

 

GCC と同様に、Enter Valueウィンドウにて、 

 

 RETARGET_VCOM=1 

 

と記入し OKを押します。同じ手順を IAR Assembler for ARM →Preprocessorでも行います。 

 

 



 TSC-01013 

 

 

 

ver. 1.9 2018年 10月            52/81               TecStar Company 

 

 

8. printfを使った記述を行います。RETARGET_SerialInit();より後に行ってください。 

 

 

 

9. プロジェクトを Build し、BGM121にダウンロードします。 

 

10. Tera Termから、シリアルポート（JLink CDC）をオープンします。 
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UARTの設定は、デフォルト設定（ボーレート 115200, data 8bit, non parity, 1 stopbit）が使われて

います。 

 

 

 

11. Wireless Starter Kitをリセットすると、文字が表示されます。 

 

 

 

シリコンラボ社のコミュニティにも情報がございますので、こちらも参照ください。（リンク） 

 

  

http://community.silabs.com/t5/Bluetooth-Wi-Fi-Knowledge-Base/Retarget-stdio-to-UART-in-BLE-SDK-2-0-0-examples/ta-p/178710
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７-６ BGToolを使って評価する （NCPモード） 

BGM1xxにネットワーク・コプロセッサ（NCP）モードのファームウェアを書き込むと、BGToolから制御

することができるようになります。下図は、2-3章で紹介した NCPモードの制御図ですが、ホストシステ

ムを PCが、ユーザアプリを BGToolが役割を担うことになります。Bluetoothモジュールとホストシステ

ムを繋ぐシリアルポートは仮想 COMポート（Wireless Starter Kit上の J-LINKに CDCが実装されてい

る）を使用します。 

 

 

まず、BGM1xxに、NCP モードのファームウェアを書き込みます。Wireless Starter Kitを接続し、

Getting Started タブの Demosの中から、「NCP target - Empty」をダウンロードします。 

 

 

 

ここではDemosを使用しましたが、Sample Examplesの中に用意されたNCP targetをビルドし、ダウン
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ロードしても良いです。また、NCP target – Emptyの詳細仕様は AN1042をご参照ください。（リンク） 

 

ダウンロードが完了したら、Compatible Tools タブから BG Tool を選択します。 

 

 

 

BG Toolが起動します。Connect with で JLink CDC UART Port （仮想 COMです）を選択し、ボーレ

ートは 115200に設定して、Openをクリックします。 

 

https://www.silabs.com/documents/login/application-notes/an1042-bt-ncp-mode.pdf
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右下の接続状態を示すメッセージが“Connected”に変わり、接続できたことが確認できます。 

画面上に制御用ウィンドウがあり、アドバタイズの開始（送信）とスキャン（受信）が行えます。画面下

には Logが表示されます。Logでは、BG Tool（PC）側からのコマンドと、それに対するBGM1xxのレス

ポンスが確認できます。下図の例では、BG Toolから bt_addressを調べるコマンドを送り、BGM1xxが

アドレス情報を返しています。 

 

 

 Advertise (Slave) 

アドバタイズのモードを設定して Startボタンをクリックすると、アドバタイズが開始されます。“Show”で

“Advanced settings”を選択すると、インターバルの設定などが行えます。  

 

PC側からのコマンド 

BGM1xxのレスポンス 

簡易設定／詳細設定の切り替え 
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 Advertise (Master) 

スキャンを実行することができます。Startボタンをクリックするとスキャンを開始し、受信したアドレス、

RSSI（信号強度）、アドバタイズデータなどを閲覧できます。“Advanced settings”を選択すると、スキャ

ン・インターバルやスキャン・ウィンドウの設定が行えます。 

 

 

 APIを直接実行する 

Logの下に、コマンドを直接入力できる欄も用意されています。コマンドを入力し、Sendボタンをクリッ

クします。下図の例では、もう一度 gecko_cmd_system_get_bt_addressを送っています。 

 

 

 

 

 注意点 

BGToolを使って評価するには、NCPモードのファームウェアのダウンロードが必須です。それ以外の

ファームウェア（例えば Smart Phone App）をダウンロードした状態では、BGM1xxに接続することがで

きませんので、ご注意ください。（Connectedの状態にはなりますが、そこから先の通信が行えません） 
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７-７ RF PHYの特性を評価する 

BGM1xxを海外で使用するには、現地国の電波法を順守する必要があります。BGM1xxは、あらか

じめ幾つかの国の電波法認証を取得していますが、取得していない国についてはお客様による認証

取得が必要になります。また、最終製品でなければ認証を取得できない（モジュールではフル認証は

取得できない）国もあり、やはり同様に認証取得が必要になります。 

BGM1xxおよび Bluetoothスタックには、無線試験を想定した機能が実装されています。本章ではそ

の手順を簡単にご紹介します。詳細は AN1046をご参照ください。（リンク） 本章で紹介しない DTM

（direct test mode）を使用した手順も紹介されています。 

 

７-７-１ テストコマンドを使用する 

Bluetoothスタックには、テスト用のコマンドが用意されています。ユーザコードからコマンド実行するこ

とで、BGM1xxに特定のテスト用動作をさせることができます。 

使用できるコマンドについては、API リファレンス・マニュアル（Bluetooth Software API Reference 

Manual）の 2.12章に記載されています。 

 

    

 

 受信コマンド（cmd_test_dtm_rx） 

使用するチャネルを指定して、受信モードに移行することができます。 

 

https://www.silabs.com/documents/login/application-notes/an1046-bt-dtm.pdf
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 送信コマンド（cmd_test_dtm_tx） 

使用するチャネルや PHY タイプ（1M PHY, 2M PHYなど）、送信するパケットタイプ（無変調, 特定デ

ータパターンなど）、パケット長を指定して、送信することができます。 

 

packet_type: 

 

Phy: 

 

 

各コマンドに対するレスポンスや、その他コマンドについては、APIリファレンス・マニュアルをご参照く

ださい。 
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７-７-２ BGToolを使用する 

Bluetoothスタックに用意されたテストコマンドは、ユーザコードから実行するだけでなく、BGToolから

も使用できます。 

「7-6 BGToolを使って評価する （NCPモード）」を参考に、BGM1xxに NCPモードのサンプルコード

をダウンロードし、それから BGToolを起動してください。次に、RF regulatory test view タブを選び、

Connect with で JLink CDC UART Port （仮想COMです）を選択し、ボーレートは 115200に設定して、

Openをクリックします。 

 

「7-7-1 テストコマンドを使用する」で紹介した内容が、GUI上で操作できます。必要な設定を行い、

Start testで動作開始します。 

 

RXテストを実施 

TXテストを実施 

パケットタイプの指定 

Unmodulated carrierは無変調 

PHYの選択 

出力レベル 
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７-８ 消費電流を測定してみる （Energy Profiler） 

Wireless Starter Kitには電流センサが搭載されており、消費電流測定ツール（Energy Profiler）と組み

合わせることで電流測定が可能です。ただし、サンプリング周波数はそれほど速くありませんので、厳

密な測定にはオシロスコープが必要になります。詳しくは AN969をご参照ください。（リンク） 

 

ここではサンプルコードを使用して、消費電流測定ツール（Energy Profiler）を使った簡易評価の方法

をご紹介します。 

 

BGM121には、あらかじめ、Demos「SoC – Smart Phone App」を書き込んでおきます。 

次に、Compatible Toolsの中にある Energy Profilerを起動します。 

 

Profiler ⇒ Start Energy Capture を選択します。画面左上の Quick Accessから選択しても良いです。 

   

 

測定対象を聞かれますので、接続しているWireless Starter Kitを選択し、OK します。 

 

https://www.silabs.com/documents/public/application-notes/an969-measuring-power-consumption.pdf
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電流測定がスタートします。 

 

 

スタート／ストップ（Running／Paused）の切り替え、対数／リニア表示の切り替え、X軸・Y軸の拡大

／縮小などの機能が付いていますので、操作性を体感ください。平均電流も表示されています。 

 

 

 

 

 

Running／Pausedの切り替え 

対数／リニア表示の切り替え 

拡大・縮小 

平均電流 
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波形上でクリックするとカーソルが出ます。電流のピーク間を測定すると間隔はおよそ 100msで、そ

の周期でアドバタイズしていることが判ります。 

 

 

スマートフォンから接続すると、その挙動が電流波形からも見て取れます。 

 

 

  

カーソル 

カーソルで選択した期間の 

時間と消費電流 

 

スマートフォンから接続 

100ms インターバルでアドバタイズ 
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８ ソフトウェア設計 

ソフトウェア設計に役立つ情報をご紹介します。 

 

８-１ ソースコードの追い方 

Simplicity IDEでソースコードを追うための方法を紹介します。 

 

 変数や関数を定義している記述を探す 

           

 

        

 

 

 

＊上記の説明では、EFM32 向けのコードを使用しています。BGM1xxでも手順は同じです。 

 

 

 

  

①調べたい変数 

や関数をクリック 

（色がグレーに変わる） 

②右クリックして、 

Open Declaration を選択 

（F3キーでも OK） 

③変数や関数の定義にジャンプ 
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８-２ サンプルコードにペリフェラルを実装してみる （外部割込み） 

BGM1xxには、Smart Phone Appや iBeaconといった、Bluetooth制御を学ぶためのサンプルコードが

用意されていますが、各ペリフェラルのサンプルコードはありません。 

一方で、EFM32には非常に多くのサンプルコードが用意されています。実際のアプリケーションをイメ

ージしたサンプルコードもありますが、ADCのサンプルコード、UARTのサンプルコード、外部割込みの

サンプルコード…といった具合に 1つのペリフェラルにスポットを当てたサンプルコードも多く、ペリフェラ

ルの機能・動作を学ぶのに非常に役立ちます。 

実際のアプリケーション設計では、Bluetooth機能だけでなく、他のペリフェラルも使用することがほと

んどかと思いますので、BGM1xxのサンプルコードに別のペリフェラルを追加する手順を学ぶことは非

常に有益です。 

この章では、2つのサンプルコードを migration していく手順について紹介します。 

 

題材として、「SOC – iBeacon」と「SLSTK3401A_gpio_int_pg1b」という 2つのサンプルコードを使用し

ます。「SOC – iBeacon」はBGM1xx用のサンプルコードで、今回はBGM121向けに実装されたものを使

います。「SLSTK3401A_gpio_int_pg1b」は AN0012「General Purpose Input Output」に付属したサンプル

コードで、EFM32PG starter kit（SLSTK3401A）向けです。 

 

「SOC – iBeacon」は、ビーコン送信するだけのサンプルコードです。 

「SLSTK3401A_gpio_int_pg1b」は、ボタンを押すと外部割込みが生じ、LEDを反転（ON→OFF或い

は OFF→ON）するサンプルコードです。 

 

大まかな流れとしては、 

 サンプルコードを理解する （8-2-1、8-2-2） 

 「SLSTK3401A_gpio_int_pg1b」のペリフェラル設定を、「SOC – iBeacon」に移植する（8-2-3） 

です。 
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８-２-１ サンプルコードを理解する （SLSTK3401A_gpio_int_pg1b） 

まずはサンプルコードをロードします。My Products タブで EFM32 Pearl とタイプし、EFM32 Pearl 

Gecko Starter Kitを選びます。 

 

 

次に、Documentation タブ ⇒ Application Notes ⇒ AN0012を選択します。 

 

 

AN0012が選択されていることを確認して、Import Projectをクリックします。 

なお、必要なペリフェラルのサンプルコードを見つけられない場合には、下図の緑枠（type filter text）

の部分に、ADCや interrupt など のペリフェラル名を入力してください。候補がリストアップされます。 

 

 

 

ペリフェラル名や機能名を入力 

（interrupt など） 
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AN0012に含まれたサンプルコードがリストアップされますので、「SLSTK3401A_gpio_int_pg1b」を選

択し、OKをクリックします。 

 

 

プロジェクトがロードされます。コードが 1つだけあり、main_gpio_int.cがユーザコードです。 

割込みハンドラ、GPIOの初期化関数、main関数 から構成されています。 

 

main_gpio_int.c 

 

偶数番号ピンの割込みハンドラ 

奇数番号ピンの割込みハンドラ 

LEDをトグル（反転） 

割込み 

クリア 
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GPIOの初期化関数 

main関数 

whileループに入る前に、 

GPIO初期化関数を呼んでいる 

外部割込み有効 

ピンと外部割込みの紐付け 

ピン設定（ボタン、LED用） 
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８-２-２ サンプルコードを理解する （SOC – iBeacon） 

Device或いは Solution タブで BGM121 Wireless Starter Kitを選択して、SOC-iBeaconのサンプルコ

ードをロードします。main.cがユーザコードです。 

使用する各関数の定義と、main関数から構成されています。 

 

main.c 

 

 

 

 

各関数や変数の定義 

main関数 

初期化関数 
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初期化関数として、initMCU(); initBoard(); initApp(); gecko_init(&config); の 4つが呼ばれています。

少し詳しく見ていきます。詳しくは UG136を参照ください。 

 

 initMCU() 

initMCU() は、init_MCU.cの中で定義されています。 

 

init_MCU.c 

 

UG136の中では、init_mcu.c と init_mcu.hの役割は「These files include the device initialization 

function, which initializes internal settings of the MCU like clocks and power management.」と説明され

ています。DCDCや RTCC（リアルタイムクロック）の初期設定を行っています。 
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 initBoard() 

initBoard() は、init_board.cの中で定義されています。 

 

init_board.c 

 

UG136の中では、init_board.c と init_board.hの役割は「These files include the board initialization 

function, which initializes external parts on the board. For example, it enables GPIOs, and initializes 

external flash on the radio board.」と説明されています。Starter Kit上に実装された SPIフラッシュメモリ

などの外部部品に関する初期化などを行っています。 

 

 initApp() 

initApp() は、init_app.cの中で定義されています。 

 

init.app.c 

 



 TSC-01013 

 

 

 

ver. 1.9 2018年 10月            72/81               TecStar Company 

UG136の中では、init_app.c と init_app.hの役割は「These files include the app initialization function, 

which initializes external parts on the WSTK according to the application. For example, it enables 

VCOM, sensors, and LCD display on the WSTK.」と説明されています。Starter Kit上に実装された

VCOM（仮想 COM）やセンサ、LCDディスプレイなどの外部部品に関する初期化などを行っていま

す。 

 

 gecko_init(&config) 

gecko_init()は、native_gecko.hの中で定義されています。native_gecko.hは、GATT エディタ（7-2参

照）が自動生成するファイルで、編集不可です。“config“ は main.cの中で定義されており、最大接続

数やヒープ領域のサイズなどを指定しています。 

 

main.c 
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８-２-３ ペリフェラル設定を移植する 

「SLSTK3401A_gpio_int_pg1b」の割込みハンドラと GPIO初期化関数を、そのまま「SOC-iBeacon」の

main.cにコピーします。場所は main()の前です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単にコピーしただけだと、画面下の Problemウィンドウにエラーが多数出ます。 

 

このあたりにコピー 
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「SLSTK3401A_gpio_int_pg1b」では、ボタンや LEDのピン番号を直接指定せずに、変数を定義して

（BSP_GPIO_PB0_PORT やBSP_GPIO_PB0_PINなど）、間接的に指定をしています。その変数と同じ

名称の定義が「SOC-iBeacon」にないため、エラーが出ています。 

 

BGM121 wireless starter kitを使用しますので、wireless starter kitのボタンや LEDのピン番号を代わ

りに指定します。 

BGM121 wireless starter kit にも、ボタンやLEDのピン番号を変数定義したファイルがありますので、

ご紹介します。hal-config-board.h というファイル内で定義されています。 

 

 

hal-config-board.h 

 

 

 

 

次に、定義した GPIO初期化関数を、main()の中で呼び出します。 

 

 

 

 

 

ボタンのピン配置を定義 

LEDのピン配置を定義 
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最終的に、このようなコードになりました。 

 

 

GPIO初期化関数 

移植 ここから 
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変数名を変更 
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こうして実装したコードを、ビルドして実行すると、外部割込みを実装できたことが確認できます。 

 

今回は例として外部割込みの実装手順を紹介しましたが、UG136に割り込み実装についての注意点

が書かれていますので、必ず参照ください。（リンク） 

 

割込み処理中は、他の処理が行えなくなります。通常のアプリ設計であれば、それでも良いですが、

Bluetoothスタック動作も並行して行う必要がありますので、割り込みハンドラ内で重い処理を行うのは

好ましくありません。割り込みハンドラ内では単にフラグを立てておき、通常ループ内で処理させるとい

ったコーディングが求められます。  

GPIO初期化関数を実行 

https://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug136-ble-c-soc-dev-guide.pdf
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８-３ こんなサンプルコードはありませんか？ 

 

 SPP通信（SPP over BLE） 

(1) https://www.silabs.com/community/wireless/bluetooth/knowledge-base.entry.html/2017/04/13/spp-

over-ble_c_examp-mnoe 

 

 ホスト側のサンプルコード 

(1) SPP通信（SPP over BLE）のサンプルコード（上記参照）に、サーバー・クライアント双方のサンプ

ルコードが用意されています。 

(2) Thermometerのサンプルコードが用意されています。 

https://www.silabs.com/community/wireless/bluetooth/forum.topic.html/example_of_a_bgm121-O

c5c 

 

 マルチマスタ／マルチスレーブ（Dual Topology）のサンプルコード 

(1) https://www.silabs.com/community/wireless/bluetooth/knowledge-base.topic.10.10.html/multi-slav

e_multi-ma-HjAO 

 

 BGM1xx 間通信のサンプルコード 

(1) SPP通信（SPP over BLE）のサンプルコード（上記参照）で、BGM1xx間通信を行っています。 

 

 ペリフェラル（ADC, I2C, SPIなど）のサンプルコード 

(1) EFM32PG用のサンプルコードをご利用ください。手順は「8-2 サンプルコードにペリフェラルを実

装してみる」をご参照ください。 

 

 

  

https://www.silabs.com/community/wireless/bluetooth/knowledge-base.entry.html/2017/04/13/spp-over-ble_c_examp-mnoe
https://www.silabs.com/community/wireless/bluetooth/knowledge-base.entry.html/2017/04/13/spp-over-ble_c_examp-mnoe
https://www.silabs.com/community/wireless/bluetooth/forum.topic.html/example_of_a_bgm121-Oc5c
https://www.silabs.com/community/wireless/bluetooth/forum.topic.html/example_of_a_bgm121-Oc5c
https://www.silabs.com/community/wireless/bluetooth/knowledge-base.topic.10.10.html/multi-slave_multi-ma-HjAO
https://www.silabs.com/community/wireless/bluetooth/knowledge-base.topic.10.10.html/multi-slave_multi-ma-HjAO
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８-４ 新バージョン SDKへの移行手順 

 

SDK 2.3～2.6を他のバージョンに移行する場合には、下記を参照ください。 

 

＜マクニカオンラインサービス FAQ＞ 

 Bluetooth Smart SDK 2.3.xから 2.4.xへ移行する手順を教えてください 

 Bluetooth Smart SDK 2.4.2 から 2.6.xへ移行する手順を教えてください 

 Bluetooth Smart SDK 2.6.xから 2.7.xへ移行する手順を教えてください 

 

SDK 2.7～2.10については、単に使用する SDKを選び直してください。 

 

 

 

  

https://service.macnica.co.jp/support/faq/126145
https://service.macnica.co.jp/support/faq/126921
https://service.macnica.co.jp/support/faq/126925
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９ トラブルシューティング 

Macnica Online Serviceで紹介した FAQの中から、特に注意頂きたい点についてご紹介します。 

 

９-１ 動作障害 

 コードをダウンロードしましたが、正常動作しません （SDK 2.7以降） 

➢ SDK 2.62以前と SDK 2.7以降とでブートローダーの仕様が異なっており、SDK 2.7以降を

使用する場合にはブートローダーの書き換えが必要です。 

➢ 詳細： https://service.macnica.co.jp/support/faq/126929 

 NCPモード時の消費電流が高い 

➢ NCPモード時は EM2が無効になっています。Wakeupピンを用意することで低消費電力化

が可能です。 

➢ 詳細： https://service.macnica.co.jp/support/faq/128533 

 

９-２ ツール障害 

 ラジオボードが認識されません （Simplicity Studio） 

➢ 給電スイッチが AEMになっていますか？（本資料 7-4-3参照） デバッグ経路が OUTにな

っていませんか？（本資料 6-1参照） 

 デバイスにアクセスできなくなりました （Simplicity Studio） 

➢ デバッグ経路が遮断（Lock）されると、デバイスへのアクセスが行えなくなります。Unlockす

ることでアクセスできるようになります。 

➢ 詳細： https://service.macnica.co.jp/support/faq/108137 

 

 

  

https://service.macnica.co.jp/
https://service.macnica.co.jp/support/faq/126929
https://service.macnica.co.jp/support/faq/128533
https://service.macnica.co.jp/support/faq/108137
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改版履歴 

Version 改定日 改定内容 

1.0 2017年 01月 ・新規作成。マクニカオンラインで公開 

1.1 2017年 03月 ・C言語設計に関して追記。最新のSimplicity Studioに合

わせて説明を一部変更 

1.2 2017年 05月 ・ユーザ基板のプログラム・デバッグについて追記 

1.3 2017年 09月 ・VCOMを利用した printfデバッグについて追記 

1.4 2018年 02月 ・Bluetooth SDK 2.7.0以降を対象に改版 

1.5 2018年 03月 ・BGToolを使って評価する （NCPモード）について追記 

1.6 2018年 03月 ・消費電流の測定、RF PHY の評価、ソフトウェア設計に

ついて追記 

1.7 2018年 06月 ・新 SDK への移行、トラブルシューティングについて追

記。最新の Simplicity Studioに合わせて説明を一部変更 

1.8 2018年 08月 ・WSTK 制御ファームの更新方法。プロキシ設定をしても

インストール失敗する際の対策追加。 

1.9 2018年 10月 ・printfデバッグの手順更新。BGM13S追加。 
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